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演題名
しおさい長期ご利用者における水分摂取量の増加

～活力ある生活を送る為のプロジェクト～

チーム
メンバー
（職種）

改善しようとした
問題課題

実施した対策

改善の指標と
その目標値

高齢者は加齢に伴い、喉の渇きを感じにくくなることや、身体機能の低下、認知機能の衰えなどにより、自発
的な水分摂取量が減少する傾向がある。そのため脱水リスクも高まり、健康被害や生活の質の低下を招く可
能性があり、高齢者の水分摂取量を効果的に増やす方法を探り、健康で活力ある生活の維持を支援するこ
とを目的とした。

分類

活動回数 10

リーダー名
（職種）

回

活動期間 令和7年1月　～　5月

①診断・治療･ケアの質の向上をめざすもの

②支援部門

荒木　詩音

活動の場
※複数選択可

活動の種類
※複数選択可

歯止めと
標準化

改善指標の
対策実施

前後の変化

（指   標）　水分摂取量の増加

（目標値）　水分摂取量1.5Ⅼ

全職員対象の水分補給の重要性を理解してもらえるよう勉強会の実施
水分摂取しやすい環境づくり
情報ボードの見直し
簡易記録用紙の作成
タブレット使用方法のレクチャー
必要備品の購入
嗜好調査、嗜好に合わせた水分提供
水分ゼリーの提供

（実施前）　水分摂取量700㎖

（実施後）　水分摂取量1500㎖

標準化　マニュアルのルール管理を適宣見直す
教育　水分摂取の重要性を理解してもらえるよう勉強会の実施
管理　水分摂取量が適切量保てるように毎日確認する

③テーマに合わせて形成したチーム活動

取り組種別 問題解決型

荒木　詩音　（看護師）

内山　卓 通所介護

糸川　久美子 管理栄養士

山本　嗣也 事務

看護師

介護福祉士伊藤　輝寛

藤井　雅樹 理学療法士

チーム名 水分促進隊

ふりがな                   　   あらき　  しおん

発表者(職種) 荒木　詩音　（看護師）

ふりがな すいぶんそくしんたい　

しおさい施設名



【現状の把握】 【目標の設定】

【対策の実施】

【重要要因の検証】 【対策の立案】

【要因の解析】

    

  

    

  
    

   

    

   

    

   

     

   

     

  

     

  

     

  

     

  

     

  

     
     
     

                       
                 

    

       

     

           
         

     

    

          

           

    

                                       
                                       
                                   

     

    

      
        

         
       

         
     

  

 
  

 
  

 
 
 
 
 
  

 

 
 
 
 
 
 
 
 

  

          
          

        
    

  

       
      

       
      

      

        
     

        
       
        

      
         

       

     
   

     

     
     
     

      
      

      
     

    
      

       
      

     
     

         
      

       
        

       

        
     

         
      

     
      

     
      

        
         

      
    
     

    

   
   

      
 

       
     

      
    

       

          

               
           

         
        
         

   
 

             
              
             

         
  

        
    

 

                              

               
               
             

         
  

       
      

 

              
               

         
       
      

 

                 
 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 
 

                

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

         
        

    

     
       
    

        
      
      

    
         
       

        
     

       
      

        
    

            
      
      

    
         
        

    
          
         
      

        
     
   

         
       

           
         

  
      
   

     
      

     

     

     

     

       
      
  

         

   



【効果の確認】 【無形効果】

【要因の解析】

お茶や牛乳に飽きや、
1回量に負担を感じると

意見が聞かれた。
水分の選択肢として、

新たな対策水分ゼリー開始。

【対策の実施】

【中間効果】

3名とも50～70％の
増加がみられたが、

目標に届かず。

     

      
  

       
              
               

     

      
  

         

     

     
     
     

               

     

     
  

   
    

   
    

        

     
    

                      

                             

   

   

  

                             

   

   

  

                             

   

   

  

      

      

      

 
 

 
 

 
 

     

                      

      

      

      
    

         

          

            

      

          

     

                             

   
  
   

  

                             

   
  
   

  

                             

   
  
   

  

       
       

 
 

 
 

 
 

            

       
       

       
       

 

 

 

 

 

 

     

      

      

        
      

  

     

      

     
    



【要因解析】

【対策の立案と実施】

【効果の確認】

【標準化と管理の定着】

【反省と今後の進め方】

今回の活動を通し、
私たちの考える健康のための水分摂取と、

ご利用者1人1人の今をどう生きたいかには、
時に大きなギャップがあると感じた。

水分を飲みたいと思ってもらえる環境づくりこそ、
本当の役割でないか、その気づきこそ、

今回の効果に繋がり、
今回の活動で得られた大きな学びとなった。

【まとめ】

【波及効果】

多くの波及効果がみられ、
全体ケア品質向上に繋がった。
また、活動対象は3名だったが、

他ご利用者からも水分のお代わりの声が上がり
全体水分摂取量が向上した。

【標準化と管理の定着】 【ステップごとの今後の課題】

    
     

   
 

           

   
   
   

     
   
   

   
  

   

   
  

   
  
   

   
  
   

  
   
   

  

   
 

      
   
   
   

  
   

  

                   

         
              

    
     

        
        

      

             
       

          
  

        
      

         
          

             
             

         
           

           

         
          

       

              
             

          
  

        
      

           
             

          
  

          
            

         
         

            

   

            

                 

                
      

            
   

    
   

         

        

  

   
    
   

        

         

              

           

        

    
   

       

        

       

            

            

       

       

    
   

               

              

            

             

         

     

      

         

                 

              

                     

              

                 
          
            
             


